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に持つ関数x(t,Rn)を使 う. すなわち､Schrodinger作用にその展開系を代入 LxNを積











































































S(po･p)=Jdy蕗二謹皇前転 許 す )











導度の位相量子化の機構､及び局在 ･非局在の意味付けとプラ トー の出現について報告
してきた｡本質は､fullのfermion伝搬関数に依るエネルギー ･運動量空間から行列空間
への写像にある｡それの位相的性質がHall伝導度の量子化と結び付き､一方､解析的な
性質がプラトーの出現すなわち局在と結び付 く｡
我々の仕事の詳細については､以下の文献を参照 して下さい｡
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